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　議　　題
1 《ヘアードネーションの件》

☆　FWTを筆頭にレオ・ライオネス委員会、健康促進委員会の三つの共同事業とし
　　て行う。
☆　長さ31cmi以上のﾍｱｰで、20本〜30本を目標とする。（痛んでいない髪ならOK）

2 《今期事業》
☆　12月1日　フジコ・ヘミング・コンサート（東京オペラシティ）に於いて、会場ロビー
　　でのファシリティドッグ（医療犬）育成支援のための募金活動。　330-A地区の
　　各クラブの奉仕活動の一環（啓蒙活動）として発信する。
☆　12月12日午後に予定されていた糖尿病対策セミナーの開催日が、2018年2月
　　26日〜3月10日の間に設定する。　11月25日のグットランさん来日の時に行う
　　案もある。（セミナー会場は赤十字血液センター）

3 ☆　2月15日予定の小児がん支援コンサートの予算案を作成。
　　コンサート会場は聖路加病院内ホール

4 ☆　ひまわりメソッドとの共有・啓蒙活動のやり方を考える。

　DVD鑑賞 献血は命のリレー

　ひまわりメゾット 『立ち上げの発端』
　三村代表の話 　小児がんで入院した病児は、義務教育期間にも関わらず教育を受けられない

　教育制度の問題点が見えてきた。
『活動内容』
　アートワークショップ：様々な素材を使用した自由な作品づくり　（セラピー効果）
　学習サポート：病児に合わせた学習内容
　　　　　　　　　　学習停滞の軽減
　　　　　　　　　　進学の可能性を広げる
　スピリチュアル・ペイン（精神的苦しみ）と不安の軽減
『現　状』
　入院時に義務教育をうけるには、特別支援学校（障害種別ごとに編成された
　少人数の学級）に入学・転校する必要がある。
　教師の人員不足により充分なケアができていない。
『ひまわりメソッド設立』
　病児への教育の保証を目指す。
　キャンサーギフトの共有により、他人の課題を自らの課題として考えられる社会を
　目指す。
　生き延びた子供を守る
　闘病後に復帰する社会環境を整える。

議事・報告の概要
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　出席オブザーバー

第3回健康促進（小児がん・糖尿病対策）委員会議事録　

健康促進委員会
　　　 L 葛西　智子
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　東京都赤十字血液センター


